
１　高齢者人口と高齢化率の状況 （３）市町村別の高齢化の状況　

（１）高齢者人口

〈高齢化率の高い市町村〉 〈高齢化率の低い市町村〉

順　位 令和８年 令和７年 順　位 令和８年 令和７年

〈前期・後期高齢者数の推移〉 １ 位 身延町　　（５１．４％） 身延町　　（５０．６％）  １ 位 昭和町　 　 （２０．１％） 昭和町　 　 （１９．７％）

２ 位 早川町　　（５０．２％） 早川町　　（４９．５％）  ２ 位 忍野村　　  （２１．６％） 忍野村　　  （２１．２％）

　　　　　 ３ 位 南部町　　（４６．９％） 小菅村　　（４６．２％）  ３ 位 甲斐市   　 （２６．８％） 甲斐市   　 （２６．７％）

４ 位 丹波山村　（４４．９％） 南部町　　（４６．０％）  ４ 位 富士河口湖町（２７．５％） 富士河口湖町（２７．１％）

５ 位 小菅村　　（４４．８％） 丹波山村　（４４．２％）  ５ 位 中央市　　 （２７．７％） 中央市　　 （２７．３％）

２　高齢者夫婦世帯等の状況

３　在宅ひとり暮らし高齢者の状況

　　〈在宅ひとり暮らし高齢者数の推移〉

（２）高齢化率

 〈全国と山梨県の高齢化率の推移〉

４　在宅寝たきり高齢者の状況

５　認知症高齢者の状況

〈若年性認知症者数〉

令和８年度高齢者福祉基礎調査結果概要（令和８年４月１日現在）

令和８年４月１日現在の６５歳以上の高齢者は２５４，８２１（内外国人1,412）人である。

【内訳】 男性：１１２，６２２人 （構成比４４．２％） 女性：１４２，１９９人 （構成比５５．８％）

また、平成１８年以降、７５歳以上の後期高齢者の数が前期高齢者の数より多く、令和８年は４２，７６５人上回っている。

高齢化率（６５歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合）は、３２．２％であり、前年（３１．９％）に比べ、０．３ポイント

上昇している。

全国の高齢化率（２９．５％）と比べると２．７ポイント高く、今後も全国より高齢化が進展することが予測されている。

夫婦とも６５歳以上の高齢者夫婦世帯は、４６，２９８世帯で県総世帯数の１２．２％を占めている。

世帯数は前年（４６，３９９世帯）より１０１世帯減少し、その割合は前年（１２．３％）に比べ、０．１ポイント減少している。

その他高齢者世帯は、３，０７１世帯で県総世帯数の０．８％を占めている。

６５歳以上の高齢者のうち６９，５２５人（高齢者人口比２７．３％）が在宅ひとり暮らし高齢者であり、前年の６７，９２３人

（高齢者人口比２６．７％）に比べ、１，６０２人増加している。後期高齢者（７５歳以上）が６７．０％を占めている。

６５歳以上の高齢者のうち、８，２２４人（高齢者人口比３．２％）が在宅寝たきり高齢者で、前年の８，６８８人（高齢者人口比

３．４％）と比べて４６４人減少した。また、男女別では、女性の比率が６５．５％と高い。

認知症高齢者の数は、２９，２７２人で、高齢者人口全体の１１．５％を占め、前年の２８，５１３人（高齢者人口比１１．２％）

に比べ、７５９人増加している。このうち、７５歳以上の人が２７，４７５人と認知症高齢者の９３．９％を占め、男女別では、

女性が７０．３％を占めている。また、２１，７０２人（７４．１％）が在宅、７，５７０人（２５．９％）が施設入所者となっている。

若年性認知症者数は３１９人で、前年の３３３人に比べ１４人減少している。このうち６０歳以上６４歳以下が１５８人と、

全体の４９．５％を占めている。男女別では男性の比率が５３．３％と高い。

健康長寿推進課

２７市町村のうち、小菅村を除く２６市町村で前年と比較して高齢化率が上昇している。

１９市町村は、県の高齢化率３２．２％を上回っている。

高齢化率の最も高い市町村は身延町、最も低い市町村は昭和町となっている。


